
              

 

○課題設定・目標設定は適切だったか 

                →個別の実態把握は適切に行われていたか 

                →集団としての課題設定は適切だったか 

              ○長期的課題としての自立・社会参加へ向けた『生活に必要な

力』を育むステップになっていたか。 

                →生活に必要な力が明確化されていたか 

                →生活に必要な力の高まりを見取り、評価できていたか 

              ○講じた手立ては、効果的だったか 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 
仮 説１     

 

 

 

＜仮説検証の視点＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童の教育的ニーズの把握＞ 

  個別の支援計画 ・乳幼児期から学校卒業後までの長期的な視点に立って計画する。 

・保護者や本人の願いを元に前年度担任が作成する。（適宜更新していく） 

・医療，保健，福祉，教育，労働等の関係機関と連携しながら作成することの

同意を保護者から得る。 

  個別の指導計画 ・個々の児童の教育課程を具体化したもの。 

・具体的な指導に関する目標と手だてを記載する計画。（学期ごと作成） 

・あゆみに記載する項目と整合させ，指導と評価の一体化をはかると共に，保

護者が学習内容について把握しやすいよう工夫する。 

  学校全体で児童の情報を共有する 

   ・交流学級，支援学級内（常時） ・学びの支援委員会（随時），児童理解交流会（定期）  

  

＜特別支援の課題設定の流れ＞ 

     自立活動（→） 教科指導（→）  生活単元学習（→→） 

             集団としての課題・学習内容 

 

児童の個別の課題             個別の目標・支援の手立ての設定 

（教育的ニーズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の教育的ニーズを把握し，実態に応じた課題設定や適切な支援をすることで意欲的に学

習に取り組み，生活に必要な力が高まるだろう。 

生活に必要な力 

例）・考えを伝える ・要旨を捉えて聞く ・意見をまとめる

る ・ 等 

個別の課題 

自立・社会参加 

教師の適切な関わり方 

・話し方【児童の思いや考えに寄り添う】 

・指示【簡潔・繰り返し・理解の確認】 

・即時評価【具体的に行動を価値づける】 

 

学習内容・授業づくりの基本的工夫 

・長所を活かした学習内容 

・学び合う授業構成 

・ルーティン化した活動 

・教室環境 → 学習内容の見える化 

児童が相互に理解し合い、学び合う 

学級風土の醸成 

 

自立活動は、個別の課題を前提に学習内容を決定し手

立てを講じていく。一方で教科指導・生活単元学習で

は学習するべき内容をよりよく学べるように個別の手

立てを講じていく。 

④特別支援部会「仮説①について」 


